
最低制限価格の決定にあたってのランダム係数本格施行について（令和６年７月１日施行） 

 

市では、令和４年 8 月より入札の透明性をより高めることを目的として、一部の工事を対

象として、一般競争入札工事ランダム係数の試行導入を行ってまいりましたが、令和 6 年 7

月 1 日より、全ての一般競争入札工事を対象に本格運用を実施いたします。 

 

１．制度の概要 

（１）最低制限価格は、税抜きの最低制限基準価格にランダム係数を掛けた数字を万止め処

理した金額に消費税を加えた額となります。 

（２）ランダム係数は、くじにより抽出した「0.9950」から「1.0049」までの小数点以下第

4 位までの「0.0001」刻みの数値で 100 通りとします。 

   （0.9950、0.9951、0.9952・・・・1.0047、1.0048、1.0049） 

（３）ランダム係数は、案件ごとに算出します。 

（４）ランダム係数は、開札前にくじにより抽出し、決定します。 

（５）算出された税抜きの最低制限価格の端数処理は、１万円未満切捨てとします。 

 

  ※ 最低制限基準価格を予定価格で割った割合が９２％を超える場合は、予定価格に

９２％を掛けた端数処理を行わない金額が最低制限価格となります。また、最低制限

基準価格を予定価格で割った割合が７５％を超えない場合は、予定価格に７５％で

割った端数処理を行わない金額が最低制限価格となります。入札金額が最低制限価

格未満の場合は失格となります。 

 

２．適用範囲 

全ての一般競争入札により発注する建設工事について適用します。 

 

３．適用年月日 

  令和 6 年 7 月 1 日以降に公告した案件 

 

４．入札不調の対策 

  現行では、予定価格以下で最低制限価格以上の範囲内に有効な入札がない場合は、入札不調

とし、再度公告等の手続きを行なっておりますが、これにより入札参加者の事務負担等の増加

および工事実施の遅滞の原因となることから、予定価格以下で最低制限価格以上の範囲内に

有効な入札がない場合で、ランダム係数により最低制限価格が変動する範囲に有効な入札が

あるときは、当該最低制限価格の直近下位の有効な入札の金額を新たな「最低制限価格」とし

て置き換え、再度入札します。 

また、同額の入札がある場合は、くじ引きにより決定します。 


